
１．はじめに

　クロマダラソテツシジミ Luthrodes pandava（Horsfield,
1829）は，チョウ目，シジミチョウ科，ヒメシジミ亜科
に分類されるチョウの一種である 1）。幼虫の食草は一般
にソテツ Cycas revoluta��Thunb.（1782）とされるが，イ
ンゲンマメ Phaseolus vulgaris L.（1753）を餌にして幼虫
～羽化まで飼育した例がある 2）。成虫は日中，ソテツ付
近をゆっくり飛び，すぐにソテツの葉や近くの草花に止
まることが多い 1）。
　本種はマレーシアやインドネシアといったアジアの熱
帯 ・ 亜熱帯地域が原産で，かつて日本には生息していな
かったが，1992～1993 年に沖縄本島で確認され，2001 年
には与那国島でも確認された 3）。これらは一時的な発生
と考えられていたが，2006 年に石垣島や西表島で確認さ
れた後，南西諸島から九州本土にかけて連続的に分布が
拡大しており，本州，四国でも確認されるようになっ
た 4）。分布拡大の主な要因については地球温暖化による
自然分散とされており，関東地方まで分布を広げてい
る 4，5）。本報告は栃木県では 2 例目の記録であり，足利市

では初確認となる。

２．類似種との比較および同定

　関東地方において本種はヤマトシジミ Zizeeria maha
（Kollar, 1844）やウラナミシジミ Lanpides boeticus
（Linnaeus, 1767）といった外見のよく似た種と混生して
いる場合がある．ヤマトシジミは翅の裏面が白～暗灰色
であるのに対して，本種は淡褐色をしており，尾状突起
を有する点で見分けられる。ウラナミシジミは，翅の表
面だけでは殆ど違いはなく，裏面も褐色がかった色をし
ている点や，尾状突起を有するといった特徴も一致する
が，後翅裏面の斑紋がウラナミシジミは全体的に波状に
なっているのに対して，本種には低温期型では消失する
場合もあるが基部に最も近い 4 つの黒点が見られる点で
見分けられる 1）（図 1，2）。

3．採集 ・ 確認記録

　第一著者の森は，2024 年 11 月 5 日午前 11 時 30 分頃
に栃木県足利市田中町の東武伊勢崎線線路下の花壇で，
コセンダングサ Bidens pilosa L. var. Pilosa（1753）を吸
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図 １　近似種との表面の比較
Ａ：ウラナミシジミ（雄）　Ｂ：クロマダラソテツシジミ（雌）　Ｃ：ヤマトシジミ（雌）



蜜している本種を確認した（図 3，4）。花壇では，他にア
メジストセージ Salvia leucantha Cav. やキバナコスモス
Cosmos sulphureus Cav. が花を咲かせており，それらを
吸蜜するヤマトシジミやチャバネセセリ Pelopidas mathias

（Fabricius, 1798）が多数確認されたが，本種について
は，著者が採集した 1 頭のみの確認となった。確認時の
天気は晴で風も殆どなかったが，捕虫網を使わずとも採
集できる程にゆっくりと飛翔していた。また，確認され
た個体は外見的な特徴から雌であると考えられる。なお，
標本は 2025 年 2 月 13 日現在，著者宅で保管されている

（図 5）。また，第二著者の工藤は 2024 年に埼玉県北本市
内で複数個体を確認している（11 月 3 日 北本市荒井，
11 月 13 日 北本市西高尾，11 月 18 日 北本市西高尾）。

4．考　察

　今回の事例における重要な情報として，1 頭のみの確
認にとどまったことが挙げられる。また，本種を確認し
た後，1 時間ほど付近を散策したがソテツは見つからな
かった。これらの情報から確認個体は他の発生地から飛
来した個体だと考えられる。栃木県においては 2023 年に
小山市で確認されており，その際は付近のソテツから発
生したと思われる 14 頭が確認された 6）。小山市と足利市
では 30km 以上の距離があるが，本種は移動分散能力が
高いとされるため 6，7）小山市やその周辺の発生地から足利
市へ飛来した可能性がある。
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図 ２　近似種との裏面の比較
Ａ：ウラナミシジミ（雄）　Ｂ：クロマダラソテツシジミ（雌）　Ｃ：ヤマトシジミ（雌）

図 3 コセンダングサで吸蜜する
クロマダラソテツシジミ

図 4　クロマダラソテツシジミを確認した場所
（写真中央の線路下の花壇で確認）

図 5　クロマダラソテツシジミ（雌）の標本．
Ａ：表面　Ｂ：裏面
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Summary：This paper presents the second record of Luthrodes pandava（Lepidoptera, Lycaenidae）
from Tochigi Prefecture, Japan. L. pandava is a southern species that feeds on cycads. Its distribution
has expanded in recent years, possibly as a result of rising temperatures.
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